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令和５年４月10日に神崎小学校に入学した新１年生

藤本 良平 氏（越知区）
ふじもとりょうへい

固定資産評価審査委員

廣畑 一浩 氏（市川町）
ひろはた  かずひろ

中播公平委員

山名 真由美 氏（川上区）
やま な　 ま　ゆ　み

教育委員

入江 多喜夫 氏（猪篠区）
いり え　 た　き　お

教育長

３か月前 ２か月前 １か月前 １か月後 ２か月後 ３か月後
単 胎 の 方 出産予定月

多 胎 の 方

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 令和６年１月 ２月
令和５年度

国民健康保険税の免除期間

出産予定月

出産予定月
赤枠内が免除の期間となります。
令和５年度は、産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間分のみ免除となります。

条
例
制
定

〔
小
中
学
校
等
入
学
子
ど
も

未
来
応
援
支
援
金
支
給
条
例
〕

　
小
・
中
学
校
へ
の
入
学
を

お
祝
い
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
新

入
学
に
要
す
る
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

新
入
生
１
人
あ
た
り
３
万
円

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

〔
条
例
制
定
の
経
緯
〕
　

　
令
和
５
年
９
月
の
定
例
会

で
可
決
し
た
中
学
生
の
通
学

用
自
転
車
購
入
費
の
一
部
を

補
助
す
る
条
例
を
審
議
す
る

際
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
全
て
に
公
平
な
支
援
が
で

き
る
制
度
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、

新
入
生
全
員
に
未
来
応
援
支

援
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

〔
国
民
健
康
保
険
税
条
例
〕

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

を
目
指
し
、
こ
ど
も
子
育
て

支
援
の
拡
大
の
一
環
と
し
て
、

更
な
る
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
、
次
世
代
育
成
支
援
等

の
観
点
か
ら
、
出
産
す
る
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
係

る
産
前
産
後
期
間
相
当
分

（
４
か
月
間
）
の
均
等
割
保

険
料
及
び
所
得
割
保
険
料
を

免
除
す
る
措
置
が
令
和
６
年

１
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

第
１
１
６
回

12
　
　
月

定
例
会

　
第
１
１
６
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
報
告
１
件
、
人
事
案
件
５
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
10
件
、
指
定
管
理
者
指
定
１
件
、
補
正
予
算
11
件
、
追
加
で
人
事
案
件
１
件
、

条
例
改
正
１
件
、
補
正
予
算
１
件
の
計
32
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
議
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
３
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
13
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小・中学校に入学する児童・生徒に
未来応援支援金３万円を支給！

人
事

〔
教
育
長
の
任
命
〕

　
令
和
５
年
12
月
31
日
で
任

期
満
了
と
な
る
入
江
多
喜
夫

氏
を
引
き
続
き
任
命
し
た
い

旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
１
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

〔
教
育
委
員
の
任
命
〕

　
令
和
５
年
12
月
20
日
で
任

期
満
了
と
な
る
大
仲
れ
い
子

氏
の
後
任
に
、
山
名
真
由
美

氏
（
川
上
区
）
を
任
命
し
た

い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
21

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　
大
仲
れ
い
子
氏
に
は
、
２

期
８
年
に
わ
た
り
教
育
行
政

の
振
興
に
多
大
な
る
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
〕

　
令
和
５
年
12
月
８
日
で
任

期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

山
名
實
良
氏
（
再
任
・
寺
前

区
）、
宮
本
善
郎
氏
（
再
任
・

吉
冨
区
）、
藤
本
良
平
氏
（
新

任
・
越
知
区
）を
選
任
し
た
い

旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
９

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
退
任
さ
れ
る
西
畑
強
氏
に

は
、
５
期
15
年
に
わ
た
り
適

正
な
税
務
行
政
の
運
営
に
多

大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〔
中
播
公
平
委
員
の
選
任
〕

　
中
播
公
平
委
員
で
市
川
町

の
尾
花
哲
也
氏
が
令
和
５
年

12
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
後
任
の
委

員
と
し
て
廣
畑
一
浩
氏
を
新

た
に
任
命
し
た
い
旨
の
提
案

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
残
任
期
間
の
令
和

７
年
６
月
30
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正

〔
印
鑑
条
例
〕

　
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
が
令
和
５
年
５
月
11
日
よ

り
施
行
さ
れ
、
移
動
端
末
設

備
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
）
へ
の
電

子
証
明
書
の
搭
載
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
搭
載
し
た
電
子
証

明
書
機
能
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
令
和

５
年
12
月
に
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
印
鑑
証
明
が
取

得
で
き
る
よ
う
所
要
の
条
例

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
指
定

〔
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
施
設
〕

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
指

定
管
理
者
は
、
富
士
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
㈱
関
西
事
業
所
で
、
指
定

管
理
の
期
間
は
、
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
と
す

る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計（
第

　
６
号
）〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
７

６
４
万
３
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
95

億
６
８
７
６
万
２
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧

告
に
伴
う
人
件
費
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
住
民

記
録
・
戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム

の
改
修
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
予
防
接
種
健
康
被
害
者

へ
の
給
付
等
の
増
額
等
で
す
。

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計（
第

　
７
号
）〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９

８
３
万
７
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
96

億
３
８
５
９
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
物
価
高
騰

の
負
担
感
が
大
き
い
低
所
得

世
帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
１
世
帯
当
た
り
７
万

円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。
対
象
者
は
令
和
５

年
12
月
１
日
に
住
民
登
録
の

あ
る
低
所
得
世
帯
で
す
。
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令和５年４月10日に神崎小学校に入学した新１年生

藤本 良平 氏（越知区）
ふじもとりょうへい

固定資産評価審査委員

廣畑 一浩 氏（市川町）
ひろはた  かずひろ

中播公平委員

山名 真由美 氏（川上区）
やま な　 ま　ゆ　み

教育委員

入江 多喜夫 氏（猪篠区）
いり え　 た　き　お

教育長

３か月前 ２か月前 １か月前 １か月後 ２か月後 ３か月後
単 胎 の 方 出産予定月

多 胎 の 方

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 令和６年１月 ２月
令和５年度

国民健康保険税の免除期間

出産予定月

出産予定月
赤枠内が免除の期間となります。
令和５年度は、産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間分のみ免除となります。

条
例
制
定

〔
小
中
学
校
等
入
学
子
ど
も

未
来
応
援
支
援
金
支
給
条
例
〕

　
小
・
中
学
校
へ
の
入
学
を

お
祝
い
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
新

入
学
に
要
す
る
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

新
入
生
１
人
あ
た
り
３
万
円

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

〔
条
例
制
定
の
経
緯
〕
　

　
令
和
５
年
９
月
の
定
例
会

で
可
決
し
た
中
学
生
の
通
学

用
自
転
車
購
入
費
の
一
部
を

補
助
す
る
条
例
を
審
議
す
る

際
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
全
て
に
公
平
な
支
援
が
で

き
る
制
度
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、

新
入
生
全
員
に
未
来
応
援
支

援
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

〔
国
民
健
康
保
険
税
条
例
〕

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

を
目
指
し
、
こ
ど
も
子
育
て

支
援
の
拡
大
の
一
環
と
し
て
、

更
な
る
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
、
次
世
代
育
成
支
援
等

の
観
点
か
ら
、
出
産
す
る
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
係

る
産
前
産
後
期
間
相
当
分

（
４
か
月
間
）
の
均
等
割
保

険
料
及
び
所
得
割
保
険
料
を

免
除
す
る
措
置
が
令
和
６
年

１
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

第
１
１
６
回

12
　
　
月

定
例
会

　
第
１
１
６
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
報
告
１
件
、
人
事
案
件
５
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
10
件
、
指
定
管
理
者
指
定
１
件
、
補
正
予
算
11
件
、
追
加
で
人
事
案
件
１
件
、

条
例
改
正
１
件
、
補
正
予
算
１
件
の
計
32
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
議
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
３
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
13
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小・中学校に入学する児童・生徒に
未来応援支援金３万円を支給！

人
事

〔
教
育
長
の
任
命
〕

　
令
和
５
年
12
月
31
日
で
任

期
満
了
と
な
る
入
江
多
喜
夫

氏
を
引
き
続
き
任
命
し
た
い

旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
１
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

〔
教
育
委
員
の
任
命
〕

　
令
和
５
年
12
月
20
日
で
任

期
満
了
と
な
る
大
仲
れ
い
子

氏
の
後
任
に
、
山
名
真
由
美

氏
（
川
上
区
）
を
任
命
し
た

い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
21

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　
大
仲
れ
い
子
氏
に
は
、
２

期
８
年
に
わ
た
り
教
育
行
政

の
振
興
に
多
大
な
る
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
〕

　
令
和
５
年
12
月
８
日
で
任

期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

山
名
實
良
氏
（
再
任
・
寺
前

区
）、
宮
本
善
郎
氏
（
再
任
・

吉
冨
区
）、
藤
本
良
平
氏
（
新

任
・
越
知
区
）を
選
任
し
た
い

旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
９

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
退
任
さ
れ
る
西
畑
強
氏
に

は
、
５
期
15
年
に
わ
た
り
適

正
な
税
務
行
政
の
運
営
に
多

大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〔
中
播
公
平
委
員
の
選
任
〕

　
中
播
公
平
委
員
で
市
川
町

の
尾
花
哲
也
氏
が
令
和
５
年

12
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
後
任
の
委

員
と
し
て
廣
畑
一
浩
氏
を
新

た
に
任
命
し
た
い
旨
の
提
案

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
残
任
期
間
の
令
和

７
年
６
月
30
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正

〔
印
鑑
条
例
〕

　
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
が
令
和
５
年
５
月
11
日
よ

り
施
行
さ
れ
、
移
動
端
末
設

備
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
）
へ
の
電

子
証
明
書
の
搭
載
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
搭
載
し
た
電
子
証

明
書
機
能
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
令
和

５
年
12
月
に
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
印
鑑
証
明
が
取

得
で
き
る
よ
う
所
要
の
条
例

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
指
定

〔
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
施
設
〕

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
指

定
管
理
者
は
、
富
士
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
㈱
関
西
事
業
所
で
、
指
定

管
理
の
期
間
は
、
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
と
す

る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計（
第

　
６
号
）〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
７

６
４
万
３
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
95

億
６
８
７
６
万
２
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧

告
に
伴
う
人
件
費
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
住
民

記
録
・
戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム

の
改
修
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
予
防
接
種
健
康
被
害
者

へ
の
給
付
等
の
増
額
等
で
す
。

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計（
第

　
７
号
）〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９

８
３
万
７
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
96

億
３
８
５
９
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
物
価
高
騰

の
負
担
感
が
大
き
い
低
所
得

世
帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
１
世
帯
当
た
り
７
万

円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。
対
象
者
は
令
和
５

年
12
月
１
日
に
住
民
登
録
の

あ
る
低
所
得
世
帯
で
す
。

神河町議会だより　79 号3 神河町議会だより　79 号 2

定
例
会
議
案
審
議

定
例
会
議
案
審
議



議案等の審議結果
◆全員賛成で同意・可決した議案等◆ 第１１６回定例会（１２月６日～１２月２０日開催）

報告番号 件　　名

第６号 専決処分の報告の件（交通事故に係る損害賠償の額の決定及びその和解）               

議案番号 件　　名

第８９号

第９０号

第９１号

第９２号

第９３号

第９４号

第９５号

第９６号

第９７号

第９８号

第９９号

第１００号

第１０１号

第１０２号

第１０３号

第１０４号

第１０５号

第１０６号

第１０７号

第１０８号

第１０９号

第１１０号

第１１１号

第１１２号

第１１３号

第１１４号

第１１５号

第１１６号

第１１７号

第１１８号

第１１９号

神河町教育委員会教育長の任命の件

神河町教育委員会委員の任命の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町小中学校等入学子ども未来応援支援金支給条例制定の件

神河町印鑑条例の一部を改正する条例制定の件

神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町空家等の適正管理及び利活用の促進に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町立学校設置条例の一部を改正する条例制定の件

神河町下水道事業の設置等に関する条例及び神河町下水道事業に地方公営企業法の一部を適用する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町公の施設（神河町ケーブルテレビネットワーク施設）の指定管理者指定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第６号）

令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

令和５年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第３号）

中播公平委員会委員の選任の件

神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第７号）

議
会
だ
よ
り
か
み
か

わ
第
78
号
の
記
事
の

訂
正
に
つ
い
て

　
議
会
だ
よ
り
か
み
か

わ
第
78
号
の
７
ペ
ー
ジ

の
定
例
会
議
案
審
議

諮
問
〔
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
〕
で
岡
部
久
美

代
氏
の
任
期
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、
平
成
30

年
か
ら
２
期
６
年
間
の

お
務
め
と
な
り
ま
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

政策提言の流れ

⬇

⬇

⬇

⬇

8月下旬～9月上旬

9月中旬～下旬

10月中旬

10月 31日

今　後

問題整理・発見

分 析 ・ 討 論

提案立案・討論

政　策　提　言

検 証 ・ 評 価

　各常任委員会では、令和５年８月から令和６年
度予算に対する政策提言を協議してきました。町
の課題についてテーマを選定し、調査・研究を重
ね、総務文教常任委員会と民生福祉常任委員会で
それぞれ２項目の政策提言をまとめました。
　提言書は 10 月 31 日の町との政策懇談会で各
常任委員会から町長に提出しました。
　今後は、政策提言に対する町の取組を各常任委
員会で検証・評価していきます。

＊産業建設常任委員会の検討テーマは「デマンド型交通事業」です。
　今後、専門家のアドバイスを受けながら、デマンド型交通の効率的な運行を研究していきます。

①GIGAスクール推進・活用専門員を配置し、す
べての児童・生徒が授業に参加できるシステム
づくりを行うことを提案する。

②通学方法の公平性、安全面などからスクールバ
ス導入に向けての研究を行うプロジェクトチー
ムの立ち上げを提案する。

議会改革の取組の１つとして
各常任委員会から政策提言を提出！

①保健師・専門職員が在宅の介護認定者等と家族
のケア訪問を行い、困りごと等を傾聴されるこ
とを提案する。

②2050ゼロカーボンに向けて住宅用太陽光パネ
ル及び蓄電池の共同購入事業導入を提案する。

総務文教常任委員会の政策提言総務文教常任委員会の政策提言

民生福祉常任委員会の政策提言民生福祉常任委員会の政策提言

神河町議会だより　79号5 神河町議会だより　79号 4

議
会
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議案等の審議結果
◆全員賛成で同意・可決した議案等◆ 第１１６回定例会（１２月６日～１２月２０日開催）

報告番号 件　　名

第６号 専決処分の報告の件（交通事故に係る損害賠償の額の決定及びその和解）               

議案番号 件　　名

第８９号

第９０号

第９１号

第９２号

第９３号

第９４号

第９５号

第９６号

第９７号

第９８号

第９９号

第１００号

第１０１号

第１０２号

第１０３号

第１０４号

第１０５号

第１０６号

第１０７号

第１０８号

第１０９号

第１１０号

第１１１号

第１１２号

第１１３号

第１１４号

第１１５号

第１１６号

第１１７号

第１１８号

第１１９号

神河町教育委員会教育長の任命の件

神河町教育委員会委員の任命の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町小中学校等入学子ども未来応援支援金支給条例制定の件

神河町印鑑条例の一部を改正する条例制定の件

神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町空家等の適正管理及び利活用の促進に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町立学校設置条例の一部を改正する条例制定の件

神河町下水道事業の設置等に関する条例及び神河町下水道事業に地方公営企業法の一部を適用する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町公の施設（神河町ケーブルテレビネットワーク施設）の指定管理者指定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第６号）

令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

令和５年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第３号）

中播公平委員会委員の選任の件

神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第７号）

議
会
だ
よ
り
か
み
か

わ
第
78
号
の
記
事
の

訂
正
に
つ
い
て

　
議
会
だ
よ
り
か
み
か

わ
第
78
号
の
７
ペ
ー
ジ

の
定
例
会
議
案
審
議

諮
問
〔
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
〕
で
岡
部
久
美

代
氏
の
任
期
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、
平
成
30

年
か
ら
２
期
６
年
間
の

お
務
め
と
な
り
ま
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

政策提言の流れ

⬇

⬇

⬇

⬇

8月下旬～9月上旬

9月中旬～下旬

10月中旬

10月 31日

今　後

問題整理・発見

分 析 ・ 討 論

提案立案・討論

政　策　提　言

検 証 ・ 評 価

　各常任委員会では、令和５年８月から令和６年
度予算に対する政策提言を協議してきました。町
の課題についてテーマを選定し、調査・研究を重
ね、総務文教常任委員会と民生福祉常任委員会で
それぞれ２項目の政策提言をまとめました。
　提言書は 10 月 31 日の町との政策懇談会で各
常任委員会から町長に提出しました。
　今後は、政策提言に対する町の取組を各常任委
員会で検証・評価していきます。

＊産業建設常任委員会の検討テーマは「デマンド型交通事業」です。
　今後、専門家のアドバイスを受けながら、デマンド型交通の効率的な運行を研究していきます。

①GIGAスクール推進・活用専門員を配置し、す
べての児童・生徒が授業に参加できるシステム
づくりを行うことを提案する。

②通学方法の公平性、安全面などからスクールバ
ス導入に向けての研究を行うプロジェクトチー
ムの立ち上げを提案する。

議会改革の取組の１つとして
各常任委員会から政策提言を提出！

①保健師・専門職員が在宅の介護認定者等と家族
のケア訪問を行い、困りごと等を傾聴されるこ
とを提案する。

②2050ゼロカーボンに向けて住宅用太陽光パネ
ル及び蓄電池の共同購入事業導入を提案する。

総務文教常任委員会の政策提言総務文教常任委員会の政策提言

民生福祉常任委員会の政策提言民生福祉常任委員会の政策提言

神河町議会だより　79号5 神河町議会だより　79号 4

議
会
改
革
の
取
組

審

議

結

果



屋根の葺き替えが完成した福本遺跡の竪穴式住居訪問入浴介護サービスの様子

現在の中播消防署北部
出張所（市川町澤区）

上小田第３配水池

　
今
後
、
全
町
内
の
水
道
水

の
安
定
し
た
供
給
に
は
設

備
・
管
路
更
新
で
総
額
１
２

０
億
円
が
必
要
で
す
。
緊
急

性
の
高
い
更
新
事
業
費
は
、

今
後
10
年
間
で
17
億
円
と
な

り
ま
す
。
財
源
は
、
事
業
費

の
４
分
の
１
が
国
庫
補
助
金

で
対
応
で
き
ま
す
。

水
質
検
査
の
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
と
し
て
、Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
査
を
し

た
の
は
河
川
水
か
地
下
水
か
。

家
庭
で
給
水
し
た
水
道

水
の
検
査
で
、
河
川
水

や
地
下
水
等
の
原
水
は
検
査

し
て
い
な
い
。

●
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画

の
今
後
の
予
定
は
、
令
和
６

年
３
月
に
事
業
者
の
提
案
受

付
を
行
い
、
５
月
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
、６
月
に
本
契
約
、７
月

に
工
事
開
始
の
計
画
で
す
。

●
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対

策
と
し
て
自
動
録
音
機
能
付

き
固
定
電
話
機
購
入
補
助
の

申
請
が
10
月
末
時
点
で
33
件

あ
り
ま
し
た
。

姫
路
市
中
播
消
防
署
北

部
出
張
所
の
建
て
替
え

場
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

令
和
８
年
４
月
の
利
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、

年
明
け
に
は
用
地
の
選
定
、

交
渉
、
合
意
ま
で
進
め
た
い
。

11
月
21
日
開
催

●
福
本
遺
跡
の
竪
穴
式
住
居

の
屋
根
の
葺
き
替
え
が
、
徹

心
寺（
福
本
区
）が
保
管
さ
れ

て
い
た
貴
重
な
茅
の
提
供
を

受
け
、
福
本
区
役
員
ほ
か
有

志
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
立

派
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
福
本
遺
跡
の
管
理
者
で
あ

る
町
教
育
委
員
会
に
は
、
今

後
の
遺
跡
の
保
存
と
活
用
に

向
け
た
主
体
的
な
取
組
を
期

待
し
ま
す
。

●
市
川
町
か
ら
の
要
請
に
よ

り
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
共

同
運
営
の
協
議
が
令
和
２
年

か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

運
営
方
式
等
の
大
詰
め
の
検

討
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
令

和
５
年
８
月
に
な
り
「
食
数

が
２
倍
と
な
り
ス
ペ
ー
ス
が

手
狭
に
な
る
」「
市
川
町
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
が
神

河
町
で
は
で
き
な
い
」
等
、

根
本
的
な
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
課
題
を
整
理
、
解
決
し
た

上
で
共
同
運
営
が
可
能
な
の

か
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
可

能
な
場
合
は
、「
統
合
に
必
要

な
施
設
改
修
費
等
の
経
費
は

市
川
町
が
負
担
す
る
」
と
す

る
経
費
の
区
分
を
明
確
に
す

る
こ
と
。
共
同
運
営
開
始
後

の
事
業
費
積
算
内
訳
を
明
示

す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
税
務
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

●
町
職
員
の
人
事
評
価
制
度

が
管
理
職
員
に
は
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
般
職
員
へ

の
導
入
は
町
職
員
組
合
と
の

協
議
が
進
ま
ず
、
止
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
県
下
の
人
事
評
価
制
度
の

実
施
状
況
を
次
回
の
常
任
委

員
会
で
説
明
す
る
こ
と
と
、

神
河
町
も
早
く
導
入
す
る
よ

う
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

10
月
17
日
開
催

●
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
令

和
６
年
度
以
降
の
指
定
管
理

事
業
者
募
集
要
項
を
次
の
と

お
り
変
更
す
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

①
契
約
期
間
を
２
年
間
と
し
、

　
令
和
７
年
度
末
が
契
約
期

　
限
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
事
業
と
ケ
ー
ブ

　
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
令
和
８

　
年
度
以
降
に
一
本
化
す
る
。

②
物
価
高
騰
に
よ
り
ケ
ー
ブ

　
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
運
営
費

　
が
現
行
契
約
の
約
１
・
５

　
倍
に
な
る
見
込
み
の
た
め
、

　
自
主
放
送
番
組
の
製
作
本

　
数
を
現
行
の
週
４
本
か
ら

　
週
２
本
に
減
ら
す
。

　
令
和
８
年
度
以
降
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
、

情
報
提
供
の
在
り
方
や
光
ケ

ー
ブ
ル
の
活
用
方
策
等
、
町

の
方
向
性
と
運
用
方
法
を
し

っ
か
り
と
検
討
す
る
よ
う
に

申
し
入
れ
ま
し
た
。

11
月
15
日
開
催

地
域
密
着
型
多
機
能
病

院
の
１
つ
の
機
能
と
し

て
介
護
医
療
院
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
の
か
。

地
域
か
ら
喜
ば
れ
、
存

在
価
値
の
あ
る
病
院
と

し
て
、
介
護
医
療
院
を
つ
く

れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

介
護
医
療
院
と
は

　
要
介
護
高
齢
者
の
長
期
療

養
・
生
活
の
た
め
の
施
設

●
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
30
年

か
ら
郡
医
師
会
と
委
託
契
約

を
行
い
、
公
立
神
崎
総
合
病

院
に
設
置
さ
れ
、
郡
内
３
町

に
わ
た
り
在
宅
医
療
等
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
現
在
、
市
川
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
一
部
の
区
域
に

限
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
推
進
事
業

訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
町
に
と
っ
て
必
要

な
事
業
で
あ
る
が
、
対
策
は
。

こ
の
事
業
は
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
神
河

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
手

を
尽
く
し
た
が
、
や
む
を
得

ず
廃
止
と
な
っ
た
。
何
ら
か

の
手
立
て
を
検
討
し
た
い
。

条
例
に
基
づ
い
て
撤
去

さ
れ
た
放
置
自
転
車
の

件
数
と
撤
去
後
に
引
き
取
り

に
来
ら
れ
た
件
数
は
。

５
台
以
上
撤
去
し
て
い

る
。
引
き
取
り
に
来
ら

れ
た
方
は
い
な
い
。

防
災
ネ
ッ
ト
か
み
か
わ

で
、
11
月
15
日
11
時
に

行
わ
れ
た
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
メ
ー
ル
が
30
分
か
ら
１

時
間
後
に
着
信
し
て
い
る
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
遅
い
の
か
。

兵
庫
県
が
ラ
ジ
オ
関
西

に
業
務
委
託
を
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
で
不
具
合
が
発

生
し
、
テ
ス
ト
メ
ー
ル
の
着

信
が
遅
れ
た
。
原
因
究
明
は

ラ
ジ
オ
関
西
で
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
県
内
全
域
の
事

象
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
対

応
さ
れ
る
よ
う
町
か
ら
も
伝

え
る
。
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は
、
３
か
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ご
と
に
各
課
事
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の
進
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と
重
要
事
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の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
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、
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か
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ご
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各
課
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業
の
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状
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要
事
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２
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、
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検
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検
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５
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。
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申
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が
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末
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で
33
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あ
り
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し
た
。

姫
路
市
中
播
消
防
署
北

部
出
張
所
の
建
て
替
え

場
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
だ
確
定
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て
い
な
い
。

令
和
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年
４
月
の
利
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、

年
明
け
に
は
用
地
の
選
定
、

交
渉
、
合
意
ま
で
進
め
た
い
。

11
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21
日
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催

●
福
本
遺
跡
の
竪
穴
式
住
居

の
屋
根
の
葺
き
替
え
が
、
徹

心
寺（
福
本
区
）が
保
管
さ
れ

て
い
た
貴
重
な
茅
の
提
供
を

受
け
、
福
本
区
役
員
ほ
か
有

志
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
立

派
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
福
本
遺
跡
の
管
理
者
で
あ

る
町
教
育
委
員
会
に
は
、
今

後
の
遺
跡
の
保
存
と
活
用
に

向
け
た
主
体
的
な
取
組
を
期

待
し
ま
す
。

●
市
川
町
か
ら
の
要
請
に
よ

り
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
共

同
運
営
の
協
議
が
令
和
２
年

か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

運
営
方
式
等
の
大
詰
め
の
検

討
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
令

和
５
年
８
月
に
な
り
「
食
数

が
２
倍
と
な
り
ス
ペ
ー
ス
が

手
狭
に
な
る
」「
市
川
町
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
が
神

河
町
で
は
で
き
な
い
」
等
、

根
本
的
な
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
課
題
を
整
理
、
解
決
し
た

上
で
共
同
運
営
が
可
能
な
の

か
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
可

能
な
場
合
は
、「
統
合
に
必
要

な
施
設
改
修
費
等
の
経
費
は

市
川
町
が
負
担
す
る
」
と
す

る
経
費
の
区
分
を
明
確
に
す

る
こ
と
。
共
同
運
営
開
始
後

の
事
業
費
積
算
内
訳
を
明
示

す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　
税
務
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

●
町
職
員
の
人
事
評
価
制
度

が
管
理
職
員
に
は
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
般
職
員
へ

の
導
入
は
町
職
員
組
合
と
の

協
議
が
進
ま
ず
、
止
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
県
下
の
人
事
評
価
制
度
の

実
施
状
況
を
次
回
の
常
任
委

員
会
で
説
明
す
る
こ
と
と
、

神
河
町
も
早
く
導
入
す
る
よ

う
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

10
月
17
日
開
催

●
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
令

和
６
年
度
以
降
の
指
定
管
理

事
業
者
募
集
要
項
を
次
の
と

お
り
変
更
す
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

①
契
約
期
間
を
２
年
間
と
し
、

　
令
和
７
年
度
末
が
契
約
期

　
限
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
事
業
と
ケ
ー
ブ

　
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
令
和
８

　
年
度
以
降
に
一
本
化
す
る
。

②
物
価
高
騰
に
よ
り
ケ
ー
ブ

　
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
運
営
費

　
が
現
行
契
約
の
約
１
・
５

　
倍
に
な
る
見
込
み
の
た
め
、

　
自
主
放
送
番
組
の
製
作
本

　
数
を
現
行
の
週
４
本
か
ら

　
週
２
本
に
減
ら
す
。

　
令
和
８
年
度
以
降
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
、

情
報
提
供
の
在
り
方
や
光
ケ

ー
ブ
ル
の
活
用
方
策
等
、
町

の
方
向
性
と
運
用
方
法
を
し

っ
か
り
と
検
討
す
る
よ
う
に

申
し
入
れ
ま
し
た
。

11
月
15
日
開
催

地
域
密
着
型
多
機
能
病

院
の
１
つ
の
機
能
と
し

て
介
護
医
療
院
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
の
か
。

地
域
か
ら
喜
ば
れ
、
存

在
価
値
の
あ
る
病
院
と

し
て
、
介
護
医
療
院
を
つ
く

れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

介
護
医
療
院
と
は

　
要
介
護
高
齢
者
の
長
期
療

養
・
生
活
の
た
め
の
施
設

●
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
30
年

か
ら
郡
医
師
会
と
委
託
契
約

を
行
い
、
公
立
神
崎
総
合
病

院
に
設
置
さ
れ
、
郡
内
３
町

に
わ
た
り
在
宅
医
療
等
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
現
在
、
市
川
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
一
部
の
区
域
に

限
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
推
進
事
業

訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
町
に
と
っ
て
必
要

な
事
業
で
あ
る
が
、
対
策
は
。

こ
の
事
業
は
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
神
河

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
手

を
尽
く
し
た
が
、
や
む
を
得

ず
廃
止
と
な
っ
た
。
何
ら
か

の
手
立
て
を
検
討
し
た
い
。

条
例
に
基
づ
い
て
撤
去

さ
れ
た
放
置
自
転
車
の

件
数
と
撤
去
後
に
引
き
取
り

に
来
ら
れ
た
件
数
は
。

５
台
以
上
撤
去
し
て
い

る
。
引
き
取
り
に
来
ら

れ
た
方
は
い
な
い
。

防
災
ネ
ッ
ト
か
み
か
わ

で
、
11
月
15
日
11
時
に

行
わ
れ
た
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
メ
ー
ル
が
30
分
か
ら
１

時
間
後
に
着
信
し
て
い
る
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
遅
い
の
か
。

兵
庫
県
が
ラ
ジ
オ
関
西

に
業
務
委
託
を
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
で
不
具
合
が
発

生
し
、
テ
ス
ト
メ
ー
ル
の
着

信
が
遅
れ
た
。
原
因
究
明
は

ラ
ジ
オ
関
西
で
さ
れ
る
と
聞

い
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る
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県
内
全
域
の
事

象
で
あ
り
、
し
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り
と
対
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う
町
か
ら
も
伝

え
る
。
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獣によって掘り起こされた芝生

高垣橋

設置された仮設トイレ

ビニールハウス
（作畑区）

峰山高原スキー場　落雷被害確認

ヨーデルの森　落雷被害確認

アグリイノベーション神河㈱
作畑イチゴハウスの状況確認

グリーンエコー笠形　管理状況確認

Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
促
進
事
業

遠
距
離
通
勤
・
通
学
補

助
で
、
補
助
対
象
と
な

る
通
勤
・
通
学
距
離
は
50
㎞

以
上
で
あ
る
が
、
30
㎞
に
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

補
助
の
目
的
は
、
新
た

た
な
Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用

者
の
利
用
促
進
で
あ
る
。
最

終
的
な
利
用
件
数
を
見
て
検

討
し
た
い
。

ア
グ
リ
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業先

の
見
え
な
い
状
態
で

あ
る
。
い
つ
ま
で
支
援

を
続
け
る
の
か
。

農
機
具
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
等
は
補
助
金
を
利

用
し
導
入
し
た
。
適
化
法
の

償
却
期
間
が
終
わ
る
ま
で
に

事
業
を
辞
め
れ
ば
補
助
金
の

返
還
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、

そ
れ
ま
で
は
支
援
し
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

指
定
管
理
施
設
関
係

（
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形
）

管
理
が
で
き
て
い
な
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
整
備
は
ど
う
す
る
の
か
。

今
の
状
態
で
は
使
え
な
い
が
。

町
で
管
理
す
る
か
、
指

定
管
理
者
で
管
理
す
る

か
を
指
定
管
理
者
と
相
談
し

て
い
く
。
芝
生
の
整
備
等
も

検
討
し
て
い
く
。

（
峰
山
高
原
ス
キ
ー
場
）

こ
っ
と
ん
亭
横
の
公
衆

ト
イ
レ
か
ら
ス
キ
ー
場

ま
で
の
道
中
に
ト
イ
レ
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。
対
策
は
。

11
月
９
日
開
催

高
垣
橋（
加
納
地
内
）の

改
修
工
事
が
着
手
さ
れ

な
い
た
め
、契
約
解
除
の
手
続

き
中
で
あ
る
が
、今
後
の
対
応

は
。

工
事
業
者
と
契
約
解
除

の
協
議
を
行
い
、
協
議

が
整
え
ば
今
年
度
中
に
改
修

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

携
帯
電
話
等
の
機
器
の

電
波
が
届
き
に
く
い
作

業
現
場
に
は
、発
煙
筒
を
用
意

し
て
お
く
こ
と
が
有
効
だ
と

思
う
が
、
検
討
さ
れ
た
の
か
。

発
煙
筒
は
有
効
的
な
の

で
携
行
さ
せ
た
い
。
今

後
、
衛
星
電
話
の
使
用
も
検

証
し
て
い
き
た
い
。

生
野
町
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
が
再
稼
働
す
る

が
、木
材
の
搬
入
は
ど
う
な
る

の
か
。近

隣
の
森
林
組
合
や
事

業
体
か
ら
の
集
材
を
考

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

生
野
町
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
へ
通
じ
る
林
専

道
神
河
１
号
線
の
状
況
は
。

現
在
、
大
畑
地
内
の
林

専
道
の
工
事
を
施
行
し

て
い
る
た
め
、
神
河
１
号
線

を
施
行
す
る
状
況
に
は
な
い
。

　
大
畑
地
内
の
林
専
道
が
完

成
時
に
、
神
河
１
号
線
の
工

事
の
話
が
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
が
上
小
田
地
内
の
チ

ェ
ー
ン
脱
着
場
に
仮
設

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。
設
置

期
間
は
令
和
５
年
12
月
11
日

か
ら
令
和
６
年
３
月
12
日
ま

で
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
事
業

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、

「
利
用
し
な
い
」
が
65

％
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
、「
事
前
予
約
が
面
倒
だ
か

ら
」
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
結
果
を
受
け
、ど
の
よ
う

に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

予
約
の
簡
素
化
や
ス
ム

ー
ズ
化
、
バ
ス
の
待
ち

時
間
の
短
縮
化
等
の
課
題
が

あ
る
。
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

本
格
導
入
に
向
け
、
対
策
を

考
え
て
い
く
。

 令和５年10月18日に産業建設常任委員会で現地調査を実施しました。調査内容は、
令和5年6月から多発した観光施設への落雷による被害状況や施設管理状況の確認、ア
グリイノベーション神河㈱の取組状況の確認等を行いました。
　施設管理が行き届いていない箇所等については、11月9日開催の産業建設常任委員
会で執行部に対し、改善を求めました。

産業建設常任委員会で現地調査を実施

　令和5年 12月 21日に県道加美宍粟線改良促進議会連絡協議会（神河町議会・宍粟
市議会）で「主要地方道加美宍粟線」の整備促進のため、県土木事務所（姫路・龍野
土木事務所）に要望書を提出し、意見交換会を行いました。神河町議会の要望事項と
土木事務所の回答は次のとおりです。今後も協議会として、根気よく継続して要望し
ていきます。　
　要望①：神河町福本から柏尾までの自転車、歩行者の安全対策
　→回答：令和５年度に用地測量を実施する予定である。　
　要望②：神河町上小田地内の早期拡幅改良（Ｌ＝６７０ｍ）
　→回答：２車線が確保できていない１５０ｍの区間の拡幅整備は、用地測量を実施
　　　　　しており、次年度以降用地確保、工事着手に向け予算確保に努めたい。　
　要望③：神河町上小田から宍粟市一宮町本谷間のトンネル計画の検討
　→回答：現状、坂ノ辻峠の交通量が非常に少ない。トンネル計画は長期的な課題と
　　　　　して取り組んでいく。

姫路・龍野土木事務所に要望書を提出
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伊豆市議会の行政視察の様子

橋本市議会の行政視察の様子

甲佐町議会の行政視察の様子

　令和5年11月6日に県町議会議長会
主催の「議員研究会」が兵庫県民会館
で開催され、10名の議員が参加しまし
た。（一社）地方公共団体政策支援機
構代表理事の長内紳悟氏から「質疑・
質問のあり方」のテーマで講演を受け
ました。

議員研究会に参加

　令和５年10月から11月にかけて各市
町議会から神河町議会に行政視察訪問が
ありました。視察に来られた議会は次の
とおりです。
　行政視察ではテーマに基づき、当町の取
組状況を説明し、意見交換を行いました。

●和歌山県橋本市議会（10月４日来町）
テーマ　「優良賃貸住宅等若者向け住宅
施策について」

●埼玉県神川町議会（10月11日来町）
テーマ　「災害時の対策、取組及び相互
援助協定について」

●静岡県伊豆市議会（10月18日来町）
テーマ　「Resort によん in 神河の廃校
跡地利用について」

●熊本県甲佐町議会（11月20日来町）
テーマ　「移住定住施策について」

各市町議会が行政視察訪問

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「意見交換会」「意見交換会」を開催しました

第３期健康増進・食育推進
計画のさらなる取組強化を。

令和７年度のオーガニック
ビレッジ宣言を目指しま
しょう。

町内で有機農業に取り組む
地域（オーガニックビレッ
ジ）を設定し、有機農業に
取り組むモデル地区にして
はどうか。

食育、給食に対して重点的
に予算をつけてほしい。

町内の有機農業者を支援す
る補助制度を。

学校給食のオーガニック化
を目指すため、有機給食推
進協議会を立ち上げてはど
うか。

町内商工業者の発展が町の活
性化にも寄与している。
商工業者、商工会への町の支
援を。
商工会会長　片岡 仁さん

オーガニックとは・・・
農薬や化学肥料に頼らず、太
陽・水・土地・そこに生物な
ど自然の恵みをいかした農林
水産業や加工方法。

その他の意見
自分が所有している田んぼに家を建てた
いが、ほ場整備が原因で建てられないと
聞く。空き土地も少ないため、家を建て
る土地がない。

　食は健康、環境、教育、経済、
全てに付随
しています。
　物が飽和
しているこ
の時代だか
らこそ、本
当に大切な
ものは何か
考えていき
たいです。

神河オーガニック推進会
竹ノ内
　陽祐さんの

ひとこと

町内に空き土地が少なく、若
い人が家を建てられないと聞
く。空き家は多いので、空き
家解体費用の補助を。
商工会理事　森本 恭平さん

町内団体で、商工会青年部が
最も人口増に貢献していると
思う。青年部員を増やす取り
組みが最も必要ではないか。
商工会理事　森本 敬司さん

商工会では創業前に経営の
ノウハウを学んでいただく
創業セミナーを実施してい
る。創業後の創業者への経
営面での支援が必要。

商工会事務局長　
岸本 薫さん

神河町商工会（11/14 開催）

神河オーガニック推進会（10/20 開催）

10月20日と11月14日にそれぞれ意見交換会を開催しました。
いただいたご意見、ご提案を参考にし、町へ働きかけをしていきます。

神河町議会だより　79号11 神河町議会だより　79号 10
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の

活

動
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活
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⑥
川上
小学校

②
越知谷
小学校

①
越知谷
第２小学校

③大山小学校

⑤
南小田
小学校

⑦
上小田
小学校

町内の廃校舎

④
粟賀
小学校

⑦

⑥

⑤
④

③
②
①

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員が執行機関に対し、
行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・報告を求め、議員自らも政策提言

を行い、政治姿勢を明らかにするものです。質問する議員は、町長に事前に質問内容を通

告します。時間は質問、答弁合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞ

れが原稿を起こし、議会だよりに掲載しています。(１人１ページ )

声みなさんの　　　　を

町政に

　希望される方は、本会議当日に議
場入り口の傍聴人受付票に住所、氏
名等を記入し、受付箱に投函してく
ださい。なお、団体での傍聴を希望
される場合は事前に事務局までご連
絡をください。

本会議等の傍聴について
主
な
議
会
日
程

２
　
月

６
日（
火
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

９
日（
金
）
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

15
日（
木
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

22
日（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

29
日（
木
）
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
提
案
・
質
疑
等
）

３
　
月

１
日（
金
）・
４
日（
月
）・
５
日（
火
）

　
　
　
　
定
例
会
（
提
案
・
質
疑
等
）
　

７
日（
木
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
付
託
議
案
）

11
日（
月
）・
12
日（
火
）

　
　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

14
日（
木
）・
15
日（
金
）

　
　
　
　
定
例
会
（
一
般
質
問
）

22
日（
金
）
定
例
会
最
終
日
（
採
決
）

※

こ
の
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

今回の登壇者は 3人でした。
ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 ケーブルテレビ

再放送

13

14 木村秀幸 議員

栗原廣哉 議員 神河町における廃校跡地整備活用事業について

①町内タクシー事業の充実について
②消防団の支給品等について

2月6日（火）
午後7：00～

2月6日（火）
午後8：00～

15 小島義次 議員
①若者が結婚できる環境づくりを
②防災無線の不具合（受信困難地域）への対策は

2月7日（水）
午後7：00～

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員が執行機関に対し、
行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・報告を求め、議員自らも政策提言

を行い、政治姿勢を明らかにするものです。質問する議員は、町長に事前に質問内容を通

告します。時間は質問、答弁合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞ

れが原稿を起こし、議会だよりに掲載しています。(１人１ページ )

A
Q

廃
校
舎
の
利
用
条
件
は
。

町
長

地
域
の
理
解
を
得
ら
れ

る
こ
と
と
併
せ
て
、
地
域
の

活
性
化
・
雇
用
の
創
出
・
福
祉

の
向
上
・
産
業
振
興
に
つ
な

が
る
提
案
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
あ
る
。

契
約
内
容
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

校
舎
は「
現
状
の
ま
ま
」

で
の
貸
し
付
け
が
基
本
で
あ

る
。
修
繕
等
が
発
生
し
た
場

合
は
、
事
業
者
で
対
応
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
建
物
は
「
無

償
」、
土
地
は
賃
料
を
５
年
間

免
除
と
し
、
そ
の
後
３
年
ご

と
に
見
直
す
こ
と
を
基
本
に

事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。

旧
大
山
小
学
校
及
び
旧

粟
賀
小
学
校
の
跡
地
活

用
の
経
緯
は
。

町
長

校
舎
自
体
に
耐
震
強
度

が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
撤
去
し
、
そ
の
後
地

域
の
皆
様
と
検
討
し
理
解
を

得
な
が
ら
現
状
の
跡
地
活
用

に
繋
げ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
町

の
取
組
方
針
は
。

総
務
課
長

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
ど
の
よ
う
に
維
持

し
て
い
く
か
。
そ
し
て
、
そ

の
施
設
を
使
っ
て
ど
の
よ
う

に
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
廃
校
の
解
体
費
用
が
高
騰

し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

今
の
施
設
で
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
町
の
取
組
方

針
で
あ
る
。

神河町における
　廃校跡地整備活用事業について

栗原 廣哉　議員

廃校舎は町の貴重な財産であると認識しており、
各事業者と賃貸借契約を交わし事業展開を依頼
している

町長

ひとこと
常に住民目線での
活動を心がけて
おります。

神河町議会だより　79号13 神河町議会だより　79号 12
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行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・報告を求め、議員自らも政策提言

を行い、政治姿勢を明らかにするものです。質問する議員は、町長に事前に質問内容を通

告します。時間は質問、答弁合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞ

れが原稿を起こし、議会だよりに掲載しています。(１人１ページ )
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と
も
踏
ま
え
、

今
の
施
設
で
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
町
の
取
組
方

針
で
あ
る
。

神河町における
　廃校跡地整備活用事業について

栗原 廣哉　議員

廃校舎は町の貴重な財産であると認識しており、
各事業者と賃貸借契約を交わし事業展開を依頼
している

町長

ひとこと
常に住民目線での
活動を心がけて
おります。
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Q
A

Q

八木型アンテナ

A

消防団員証（イメージ）

病院前で待機する㈱ウイング神姫のタクシー

令
和
５
年
10
月
31
日
に

開
か
れ
た
政
策
懇
談
会

で
、町
長
か
ら
タ
ク
シ
ー
復
活

の
発
言
が
あ
っ
た
。町
長
の
考

え
は
。町

長
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
町

内
全
域
を
㈱
ウ
イ
ン
グ
神
姫

１
社
の
み
に
頼
っ
て
い
る
。

　
運
行
日
時
が
決
ま
っ
て
お

り
、
町
民
か
ら
は
運
行
時
間

外
の
運
行
や
寺
前
駅
へ
の
常

駐
の
要
望
を
聞
い
て
い
る
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
夜
間
に
タ
ク
シ
ー
が

な
い
た
め
不
便
で
困
る
」「
無

人
駅
は
特
に
連
絡
が
取
れ
な

い
」等
不
満
の
声
が
あ
り
、町

と
し
て
は
ピ
ン
チ
な
状
況
で

は
な
い
か
。

　
神
河
町
で
17
年
以
上
タ
ク

シ
ー
運
転
手
を
し
て
い
た
方

か
ら
話
を
聞
き
、タ
ク
シ
ー
事

業
の
再
開
に
つ
い
て
陸
運
局

に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
結
果
、

再
開
の
条
件
は
厳
し
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
度
そ
の
方
と
町
長
、担
当

課
で
意
見
交
換
を
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

町
長

ま
ず
は
担
当
課
と
話
し

合
い
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

消
防
団
の
支
給
品
等
に
つ
い

て

水
防
活
動
時
に
、消
防
団

員
が
統
一
し
た
雨
合
羽

を
着
用
す
る
こ
と
で
、地
域
住

民
の
方
々
に
消
防
団
活
動
が

理
解
さ
れ
る
と
と
も
に
、消
防

団
員
の
安
全
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
。近
隣
で
は
姫
路
市
や

朝
来
市
が
雨
合
羽
を
貸
与
し

て
い
る
が
、当
町
も
貸
与
し
て

は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　
雨
合
羽
は
、
水
防
活
動
時

に
必
ず
必
要
と
な
る
。
団
員

確
保
の
観
点
か
ら
も
補
助
対

象
品
目
に
加
え
る
方
向
で
、

消
防
審
議
会
に
諮
る
。

昨
今
、訪
問
販
売
等
に
よ

る
詐
欺
被
害
が
全
国
的

に
頻
発
す
る
中
で
、消
防
団
員

で
あ
っ
て
も
団
員
と
し
て
の

身
分
証
明
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。消
防
団
員
証
を
発

行
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　
消
防
団
員
証
の
交
付
の
必

要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
も

し
も
団
員
証
の
紛
失
や
盗
難

等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
悪
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
交

付
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
検
討
し
、
対
応
す
る
。

結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で

ど
の
よ
う
な
支
援
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　
出
会
い
の
場
の
提
供
と
し

て
縁
結
び
事
業
・
若
者
世
帯

住
宅
取
得
支
援
・
出
産
応
援

給
付
金
・
子
育
て
応
援
給
付

金
・
満
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
な
ど
総
事
業
費
１
億
３

２
６
０
万
円
（
令
和
４
年
度

決
算
）
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
中
学
校
通
学
用
自

転
車
購
入
費
補
助・小
、中
学

校
入
学
応
援
支
援
金
支
給
も

始
め
て
い
く
。

10
年
程
前
か
ら
行
っ
て

い
る
縁
結
び
事
業
の
参

加
者
数
と
成
立
実
績
は
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　
会
員
や
消
防
団
員
が
参
加

し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
10
年

間
で
の
参
加
者
数
は
、
延
べ

５
５
０
人
、
成
婚
数
は
24
組

で
あ
る
。
年
２
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

神
河
町
の
婚
活
バ
ン
ク

と
し
て
あ
る
「
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
！
か
み
か
わ
」が
ど
こ
ま
で

町
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の

か
。人
か
ら
人
へ
の
宣
伝
効
果

を
ね
ら
っ
た
周
知
の
在
り
方

は
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　会
員
や
イ
ベ
ン
ト
の
募
集

は
、全
戸
配
付
チ
ラ
シ
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、告
知
放
送
、委
託

事
業
者
の
冊
子
掲
載
等
で
周

知
し
て
い
る
。
今
後
も
成
婚

率
を
上
げ
る
た
め
に
周
知
を

行
い
、親
か
ら
子
へ
、友
だ
ち

か
ら
友
だ
ち
へ
等
会
員
や
参

加
者
が
増
え
る
取
組
を
検
討

す
る
。

防
災
無
線
の
不
具
合
（
受
信

困
難
地
域
）
へ
の
対
策
は

不
具
合
発
生
の
件
数
は

徐
々
に
減
っ
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
と
結
果
は
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　
受
信
不
良
の
原
因
を
特
定

す
る
機
器
等
で
の
調
査
や
中

継
局
、
再
送
信
子
局
の
ア
ン

テ
ナ
調
整
を
行
う
こ
と
で
、

受
信
が
改
善
し
て
い
る
。

〔
各
家
庭
で
の
受
信
不
良
の

原
因
と
対
策
〕

原
因

　
受
信
不
具
合
の
原
因
は
樹

木
に
よ
る
電
波
の
遮
断
や
家

電
製
品
、
エ
ア
コ
ン
等
か
ら

の
ノ
イ
ズ
等
で
あ
る
。

対
策

　
受
信
機
の
場
所
を
移
動
し

た
り
、
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ

ナ
を
設
置
し
て
い
る
。

弱
電
波
の
場
所
で
は
、利

得
の
高
い
八
木
型
ア
ン

テ
ナ
に
交
換
し
な
い
の
か
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　八
木
型
ア
ン
テ
ナ
を
設
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

景
観
上
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。異

常
気
象
に
よ
り
災
害

発
生
の
可
能
性
が
高
い
。

平
時
か
ら
受
信
対
策
を
確
実

に
す
べ
き
で
あ
る
が
。

町
長

不
具
合
の
ほ
と
ん
ど
は

職
員
が
対
応
し
て
解
決
し
て

い
る
。受
信
不
良
地
域
は
、設

備
更
新
の
検
討
と
併
せ
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
や
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
等
の
通
信
キ
ャ
リ
ア
の

設
備
を
利
用
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
受
信
す
る
シ
ス

テ
ム
の
検
討
も
進
め
て
い
き

た
い
。

町内タクシー事業の充実について　　

木村 秀幸　議員
町長

鉄道、バスと同じく守っていく必要がある
と考えている

若者が結婚できる環境づくりを

小島 義次 議員

地域創生総合戦略の３つ目の基本目標「希望
をもって結婚・出産・子育てができる社会を
実現する」により事業を実施している

町長

ひとこと
確実に
受信できる
環境を。

ひとこと
1人1人の声が大切！
思っていても、言葉に
しないと伝わらない！
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Q
A

Q

八木型アンテナ

A

消防団員証（イメージ）

病院前で待機する㈱ウイング神姫のタクシー

令
和
５
年
10
月
31
日
に

開
か
れ
た
政
策
懇
談
会

で
、町
長
か
ら
タ
ク
シ
ー
復
活

の
発
言
が
あ
っ
た
。町
長
の
考

え
は
。町

長
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
町

内
全
域
を
㈱
ウ
イ
ン
グ
神
姫

１
社
の
み
に
頼
っ
て
い
る
。

　
運
行
日
時
が
決
ま
っ
て
お

り
、
町
民
か
ら
は
運
行
時
間

外
の
運
行
や
寺
前
駅
へ
の
常

駐
の
要
望
を
聞
い
て
い
る
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
夜
間
に
タ
ク
シ
ー
が

な
い
た
め
不
便
で
困
る
」「
無

人
駅
は
特
に
連
絡
が
取
れ
な

い
」等
不
満
の
声
が
あ
り
、町

と
し
て
は
ピ
ン
チ
な
状
況
で

は
な
い
か
。

　
神
河
町
で
17
年
以
上
タ
ク

シ
ー
運
転
手
を
し
て
い
た
方

か
ら
話
を
聞
き
、タ
ク
シ
ー
事

業
の
再
開
に
つ
い
て
陸
運
局

に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
結
果
、

再
開
の
条
件
は
厳
し
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
度
そ
の
方
と
町
長
、担
当

課
で
意
見
交
換
を
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

町
長

ま
ず
は
担
当
課
と
話
し

合
い
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

消
防
団
の
支
給
品
等
に
つ
い

て

水
防
活
動
時
に
、消
防
団

員
が
統
一
し
た
雨
合
羽

を
着
用
す
る
こ
と
で
、地
域
住

民
の
方
々
に
消
防
団
活
動
が

理
解
さ
れ
る
と
と
も
に
、消
防

団
員
の
安
全
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
。近
隣
で
は
姫
路
市
や

朝
来
市
が
雨
合
羽
を
貸
与
し

て
い
る
が
、当
町
も
貸
与
し
て

は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　
雨
合
羽
は
、
水
防
活
動
時

に
必
ず
必
要
と
な
る
。
団
員

確
保
の
観
点
か
ら
も
補
助
対

象
品
目
に
加
え
る
方
向
で
、

消
防
審
議
会
に
諮
る
。

昨
今
、訪
問
販
売
等
に
よ

る
詐
欺
被
害
が
全
国
的

に
頻
発
す
る
中
で
、消
防
団
員

で
あ
っ
て
も
団
員
と
し
て
の

身
分
証
明
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。消
防
団
員
証
を
発

行
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　
消
防
団
員
証
の
交
付
の
必

要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
も

し
も
団
員
証
の
紛
失
や
盗
難

等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
悪
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
交

付
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
検
討
し
、
対
応
す
る
。

結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で

ど
の
よ
う
な
支
援
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　
出
会
い
の
場
の
提
供
と
し

て
縁
結
び
事
業
・
若
者
世
帯

住
宅
取
得
支
援
・
出
産
応
援

給
付
金
・
子
育
て
応
援
給
付

金
・
満
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
な
ど
総
事
業
費
１
億
３

２
６
０
万
円
（
令
和
４
年
度

決
算
）
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
中
学
校
通
学
用
自

転
車
購
入
費
補
助・小
、中
学

校
入
学
応
援
支
援
金
支
給
も

始
め
て
い
く
。

10
年
程
前
か
ら
行
っ
て

い
る
縁
結
び
事
業
の
参

加
者
数
と
成
立
実
績
は
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　
会
員
や
消
防
団
員
が
参
加

し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
10
年

間
で
の
参
加
者
数
は
、
延
べ

５
５
０
人
、
成
婚
数
は
24
組

で
あ
る
。
年
２
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

神
河
町
の
婚
活
バ
ン
ク

と
し
て
あ
る
「
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
！
か
み
か
わ
」が
ど
こ
ま
で

町
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の

か
。人
か
ら
人
へ
の
宣
伝
効
果

を
ね
ら
っ
た
周
知
の
在
り
方

は
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　会
員
や
イ
ベ
ン
ト
の
募
集

は
、全
戸
配
付
チ
ラ
シ
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、告
知
放
送
、委
託

事
業
者
の
冊
子
掲
載
等
で
周

知
し
て
い
る
。
今
後
も
成
婚

率
を
上
げ
る
た
め
に
周
知
を

行
い
、親
か
ら
子
へ
、友
だ
ち

か
ら
友
だ
ち
へ
等
会
員
や
参

加
者
が
増
え
る
取
組
を
検
討

す
る
。

防
災
無
線
の
不
具
合
（
受
信

困
難
地
域
）
へ
の
対
策
は

不
具
合
発
生
の
件
数
は

徐
々
に
減
っ
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
と
結
果
は
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　
受
信
不
良
の
原
因
を
特
定

す
る
機
器
等
で
の
調
査
や
中

継
局
、
再
送
信
子
局
の
ア
ン

テ
ナ
調
整
を
行
う
こ
と
で
、

受
信
が
改
善
し
て
い
る
。

〔
各
家
庭
で
の
受
信
不
良
の

原
因
と
対
策
〕

原
因

　
受
信
不
具
合
の
原
因
は
樹

木
に
よ
る
電
波
の
遮
断
や
家

電
製
品
、
エ
ア
コ
ン
等
か
ら

の
ノ
イ
ズ
等
で
あ
る
。

対
策

　
受
信
機
の
場
所
を
移
動
し

た
り
、
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ

ナ
を
設
置
し
て
い
る
。

弱
電
波
の
場
所
で
は
、利

得
の
高
い
八
木
型
ア
ン

テ
ナ
に
交
換
し
な
い
の
か
。

住
民
生
活
課
防
災
特
命

参
事

　八
木
型
ア
ン
テ
ナ
を
設
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

景
観
上
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。異

常
気
象
に
よ
り
災
害

発
生
の
可
能
性
が
高
い
。

平
時
か
ら
受
信
対
策
を
確
実

に
す
べ
き
で
あ
る
が
。

町
長

不
具
合
の
ほ
と
ん
ど
は

職
員
が
対
応
し
て
解
決
し
て

い
る
。受
信
不
良
地
域
は
、設

備
更
新
の
検
討
と
併
せ
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
や
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
等
の
通
信
キ
ャ
リ
ア
の

設
備
を
利
用
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
受
信
す
る
シ
ス

テ
ム
の
検
討
も
進
め
て
い
き

た
い
。

町内タクシー事業の充実について　　

木村 秀幸　議員
町長

鉄道、バスと同じく守っていく必要がある
と考えている

若者が結婚できる環境づくりを

小島 義次 議員

地域創生総合戦略の３つ目の基本目標「希望
をもって結婚・出産・子育てができる社会を
実現する」により事業を実施している

町長

ひとこと
確実に
受信できる
環境を。

ひとこと
1人1人の声が大切！
思っていても、言葉に
しないと伝わらない！
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山林境界調査の様子

喜多 宏高さん
　き　た　  ひろたか

　
第
15
回
は
、
中
は
り
ま
森

林
組
合
に
お
勤
め
の
喜
多
宏

高
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　
中
は
り
ま
森
林
組
合
は
、

造
林
、林
産
、地
籍
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
山
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は

地
籍
調
査
事
業
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
山
林
境
界
を
確
定

さ
せ
る
こ
と
は
、
森
林
整
備

を
行
っ
て
い
く
上
で
の
根
幹

と
な
る
た
め
、
現
地
調
査
に

毎
日
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

町
の
よ
い
と
こ
ろ
は

　
毎
日
現
場
に
出
て
思
う
こ

と
は
、
自
然
が
本
当
に
豊
か

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
土
台

と
な
る
地
形
や
植
生
が
豊
か

な
の
で
、
そ
こ
に
生
息
す
る

生
物
が
多
様
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

林
業
に
従
事
し
た
い
と
思
わ

れ
た
の
は

　
元
々
、川
や
海
、山
な
ど
の

自
然
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
直
接
的
に
は
、
平
成
16
年

ご
ろ
に
揖
保
川
源
流
探
検
隊

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
こ
と
で
す
。
人
工
林
が
荒

れ
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
キ
コ
リ
に
な
ろ

う
と
思
い
、
平
成
17
年
か
ら

林
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
山
林
を
見
て
感
じ
た

こ
と
は

　
里
山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

か
な
り
の
奥
山
で
も
植
林
が

さ
れ
て
お
り
驚
か
さ
れ
ま
す
。

神
河
町
の
先
人
た
ち
の
営
み

に
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
山

林
も
多
い
の
で
、
生
産
材
を

よ
り
多
く
の
消
費
者
さ
ん
に

お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
山
林
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は

　
山
林
に
は
木
材
生
産
の
場

と
し
て
の
顔
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
公
益
的
機
能
の

顔
も
大
き
く
、
で
き
う
る
限

り
長
期
間
に
渡
っ
て
維
持
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
皆
伐
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
伐
採
跡
地
は
広

葉
樹
林
化
し
て
い
っ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
広
葉
樹
林

を
増
や
す
こ
と
は
、
野
生
動

物
に
よ
る
農
業
被
害
を
防
ぐ

こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

町
や
町
議
会
に
望
む
こ
と
は

　
森
林
組
合
が
合
併
す
る
前

ま
で
は
独
自
に
木
材
市
場
を

開
設
し
て
、
地
元
の
製
材
業

の
方
々
へ「
大
河
内
の
木
・
神

崎
の
木
」
と
し
て
販
売
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
は
、近
隣
の
木
材
市
場

へ
出
荷
し
他
市
町
の
原
木
と

混
ざ
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
神
河
町
の
木
は
神
河

町
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
も
う
一
度
、
神
河
町
産
材

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
、

議
会
で
も
林
業
の
再
生
に
向

け
た
施
策
の
推
進
に
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
１
年
で
最
も
寒
い
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
12

月
22
日
に
峰
山
高
原
リ
ゾ
ー
ト

ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
ク
（
ス
キ
ー

場
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の

来
町
者
が
あ
り
、
賑
わ
い
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
行
わ
れ
た
「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
で
は
、
参
加
さ
れ
た

方
の
晴
れ
姿
を
見
て
、
感
動
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
透
明
性
の
あ
る
開

か
れ
た
議
会
運
営
を
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
木
村
　
秀
幸
）
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